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小学校、中学校における教育活動の再開等について（お知らせ） 

 

平素は、本市立小学校、中学校の教育活動に格別の御支援を賜っており、また、この度

の新型コロナウイルス感染防止に対する臨時休校に御理解、御協力いただき、ありがとう

ございます。 

さて、標記の件について、文部科学省から 3月 24日付で「新型コロナウイルス感染症

に対応した学校再開ガイドライン」が示されました。 

ガイドラインでは、「地域ごとの状況に応じた一人ひとりの「行動変容」や「強い行動

自粛の呼びかけ」が重要である状況に変わりなく、新学期以降も引き続き十分な警戒を行

い、感染症対策に万全を期すことが必要」とされています。 

特に、日々の学校生活において、①換気の悪い密閉空間にしないための換気の徹底、②

多くの人が手の届く距離に集まらないための配慮、③近距離での会話や大声での発声をで

きるだけ控えるなど、保健管理や環境衛生を良好に保つ取組を進めるとともに、咳エチケ

ットや手洗いなどの基本的な感染症対策の徹底を図ることが重要とされています。 

本市においては、このような新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策を徹底する中

で、下記のとおり教育活動等を再開しますので御理解、御協力のほどよろしくお願いしま

す。 

なお、今後の感染状況により変更することがありますので御了承ください。 

 

                    記 

 

１ 令和 2年度の始業日について 

令和 2年度の始業日は、4月 9日（木）とし、通常どおり再開します。 

 

２ 感染症対策について各家庭でお願いしたいこと 

(1) 毎朝の検温と風邪症状の確認を行ってください。 

(2) 熱がある場合（目安として 37.5℃以上）、風邪症状がある場合は必ず自宅で休養

させてください。 

(3) 手洗い（外出後）や咳エチケット、うがいの習慣付けをお願いします。 

(4) 十分な睡眠、適度な運動、バランスの取れた食事に心掛けてください。 

 

３ 入学式について 

(1) 新入生、保護者及び教職員のみの出席とします。 

(2) 新入生、保護者の皆様は各学校から連絡があった時刻に来校してください。 



(3) 新入生、保護者の皆様はなるべくマスクを着用してください。 

(4) 入学式当日の朝、新入生、保護者ともに自宅で検温をし、発熱（目安として

37.5℃以上）や風邪 症状がある場合は欠席してください。 

 

４ 始業式について 

(1) 体育館等に児童生徒を多数集めることなく、教室で放送等を通じて行います。 

(2) 教職員の紹介は、紙面等で行います。 

(3) 新入生以外の登校時刻については学校からの連絡に御留意ください。   

 

５ 一斉休業に伴う学習の遅れに関する対応策について 

今回の臨時休業に伴い、一部未指導の状況が生じています。各校においてその状況

に応じ、未指導分について必要な措置を講じることとしています。 

具体的な対応方法は、各学校から改めて通知します。 

 

６ 中学校の部活動について 

4月 1日から感染症の対策を講じたうえで校内に限定して部活動を再開します。 

    

７ 学校行事について 

中学校の修学旅行、小学校の 5月、6月実施の修学旅行については、秋に延期とし

ました。その他、一学期に開催予定の運動会、体育大会、音楽会等の学校行事の対応

については、改めて各学校から連絡します。 

 

８ 学校生活における対策について 

(1) 毎朝の検温及び風邪症状の確認を行ない、発熱がある場合（目安として 37.5℃

以上）や風邪症状がある場合は欠席とします。 

(2) 手洗い（登校後、給食前、トイレ後等）や咳エチケットを徹底します。 

(3) 教室では机のならびを前向きにし、なるべく机の間隔を空けます。 

(4) 換気扇や窓を少し開けるなどし、常時換気を行います。また、1時間に 1回（5

分～10分）程度、窓を広く開けて換気を行います。 

(5) 給食時の衛生管理の徹底を徹底します。 

・給食当番の、マスク・給食着（エプロン・ぼうし）着用の徹底 

・準備、片付けの際の配膳台の消毒 

・机を向かい合わせず、他者との間隔を空け、会話を控えさせる。 

(6) 教職員は、児童生徒の日常の様子に気を配り、体調の悪そうな場合は検温し、

家庭に連絡します。 

 

９ 児童生徒又は教職員に感染者、濃厚接触者が出た場合 

当該児童生徒等を出席停止にするか、学校を臨時休業とするかについては、滋賀県と

相談し決定することとしています。 


